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B&R、顧客向けにサイバーセキュリティ支援
IEC 62443-4-1に準拠したAutomation Runtimeの開発プロセス
オートメーションのスペシャリストであるB&Rが提供する、リアルタイムOS「Automation Runtime」の開発プロセスが認証されました。TÜV Rheinlandによる監査により、産業用オートメーション技術の安全な製品開発のためのプロセスが、IEC 62443-4-1規格に準拠して実施されていることが確認されました。B&Rは、仕様から設計、開発、テスト、メンテナンスに至る、ソフトウェア製品のライフサイクルのすべての段階において、サイバーセキュリティに配慮しています。    
B&Rのサイバーセキュリティ担当者であるRobert Fuchsは、次のように述べています。「B&RはサプライチェーンにおけるOTセキュリティに対する責任を真剣に受け止めています。IEC 62443-4-1の認証は、当社が最新の脆弱性管理の実施、包括的なセキュリティテストの実施、セキュリティリスクを特定および対処し得る能力を強調するものです。」業界標準に向けた取り組みにより、B&Rのお客様は、OTシステムのサイバーセキュリティに関連する時間のかかる社内分析やサプライヤー監査を、容易に行うことができるようになります。    
B&RのCTOであるFlorian Schneebergerは、次のように付け加えています：「今回の認証取得は、当社の製品ポートフォリオにおいて、サイバーセキュリティをさらに強化する戦略における重要な節目となると考えています。お客様の商業的成功のためにも、堅牢な製品の開発はますます重要になっています。当社はこの分野での活動を順次拡大していきます。」  
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B&Rの認定されたされセキュリティの成果：サイバーセキュリティチームのRobert Fuchs (左)、Gregor Auer (右)、Florian Schneeberger(CTO、中央)、証書と共に。(B&R Industrial Automation、エッゲルスベルク）



B&Rについて
B&Rはオーストリアに本社を置くイノベーティブなオートメーションカンパニーで、世界各地に事務所を展開しています。2017年6月6日より、B&RはABBグループの一員となり、ひとつのビジネスユニットを形成しています。産業用オートメーションのグローバルリーダーとして、B&Rは最先端のテクノロジーと先進的なエンジニアリングを組み合わせ、あらゆる産業のお客様に機械・ファクトリーオートメーション、モーションコントロール、HMI、統合型安全技術など、トータルソリューションをお客様に提供しています。OPCUA、POWERLINKやopenSAFETYなどの産業用フィールドバス通信規格、Automation Studioという強力なソフトウェア開発環境によって、B&Rは常にオートメーションエンジニアリングの新たな未来を描いています。よりいっそうの工程簡素化の実現と、お客様の期待を超えたいというイノベーションスピリットに支えられ、B&Rは産業オートメーションの最前線を走り続けています。
より詳細な情報については、www.br-automation.com/ja　をご覧ください。 
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